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　「Reduce リデュース（ごみの発生を抑制する）」「Reuse リユース（繰り返し使う）」「Recycle リサイ

クル（資源に戻して再利用する）」の３つの言葉の頭文字である“Ｒ”をとって『３Ｒ（スリーアール）』

と呼びます。３Ｒはごみの減量や循環型社会を構築するためのキーワードです。

問　環境課　☎２１－１１３４・リサイクル情報センター　☎２５－５３１０

リデュースからはじめよう
ごみの発生を減らすことは、３Ｒの中でも特に大

切な取り組みです

■ごみを減らすポイント
  　　 詰め替え用の製品を使う

  　　 レジ袋をもらわず、マイバッグを使う

  　　 マイボトルを持ってお出かけを

  　　 食べ残しや、調理されないまま廃棄される

  　　 食品ロスを減らす

■マイボトルの活用は手軽に始められる
　リデュースのひとつです
　 外出時にマイボトルを携帯し

ていれば、飲み終えた後の
カップやペットボトルなどの
発生を抑えることができます。
使い捨て容器などのごみの削
減のため、マイボトルの活用
を始めてみませんか。

■お買い物にはマイバッグを
　 10 月は大分県が制定した「マイバッグ利用促進

強化月間」です。買い物に行く際に
はマイバッグを携帯し、レジ袋をも
らわないようにしましょう。

　 現在、県内では皆さんのご協力によ
り、マイバッグ持参率が約 85％と
いう高い水準で推移しています。この取り組み
を継続し、さらなる推進を図るため、スーパー
マーケットだけではなく、コンビニエンススト
アやドラッグストアなどでもマイバッグを使用
し、レジ袋の削減にご協力お願いします。

リサイクルにご協力を
資源として再利用するための第一歩は分別から

■ご協力ください「ペットボトルの３ステップ」
　 昨年４月からペットボトルのリサイクルの基準が厳

しくなり、キャップを外すだけではなく、ラベルも
取り外していただくことになりました。適正にリサ
イクルできるようご協力お願いします。

リユースできるか考えよう
いらなくなったと思ってもすぐに捨てないで、「何か

に使えないかな？」「誰か使ってくれないかな？」と

考えてみましょう

■ご利用ください「リユースコーナー」
　 リサイクル情報センターでは、ご家庭で不用となっ

た「服」と「本」が必要とする方々の手に渡るよう、
無料で受け入れ、提供しています。

■リユースマーケット in 別府
　～再使用をすすめるためのふれあいマーケット～

　日時　10 月 21 日（日）
　　　　10 時～ 14 時
　場所　別府公園東門広場
　※雨天中止。
　※ 当日会場で、紙パック・
　　ペットボトルキャップ・使用済小型家電の
　　回収ボックスを設置します。
　※ごみ減量のためマイバッグをお持ちください。

①キャップを外す   ②ラベルを取り外す   ③中をすすぐ
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循環型社会のために、
わたしたちができること。
～ 10 月は３Ｒ推進月間です～


